
 

令和６年度発電所の立入検査結果について 

 

中部近畿産業保安監督部近畿支部電力安全課  

 

近畿支部管内の火力発電所、水力発電所、太陽電池発電所（小規模事業用電気工作物の

太陽電池発電設備を含む。以下同じ。）及び風力発電所に対し、電気事業法第１０７条の

規定に基づき、立入検査を実施したので、その結果を報告します。 

 

１．検査の目的  

電気工作物の技術基準への適合状況、保安規程の遵守状況並びに主任技術者の職務状況

を確認することにより、事業用電気工作物及び一般用電気工作物を設置する者の保安に関

する実態を把握するともに、事故等再発防止策の確認及び事故等の発生を未然に防止する

ことを目的とする。 

 

２．検査対象 

＜火力発電所＞ 

 １２発電所 

＜水力発電所＞ 

 ５発電所 

＜太陽電池発電所＞ 

 ２６発電所 

＜風力発電所＞ 

 ３発電所 

３．検査内容  

（１）サイバーセキュリティの確保に関する検査 

イ）電気事業法第３９条に規定する技術基準への適合状況（サイバーセキュリティに

係るものに限る。） 

ロ）電気事業法第４２条に規定する保安規程の遵守状況 （サイバーセキュリティに

係るものに限る。） 

（２）上記（１）以外の検査 

イ）電気事業法第３９条に規定する技術基準への適合状況  

ロ）電気事業法第４２条に規定する保安規程の遵守状況  

ハ）電気事業法第４３条に規定する主任技術者の選任状況及び保安監督に関する職務

状況  

ニ）電気事業法関係法令に基づく諸手続  



 

ホ）事故の再発防止対策の実施状況 

へ）定期事業者検査及び定期安全管理検査の実施状況 

 

４．検査対象発電所の選定理由 

（１）サイバーセキュリティの確保に関する検査 

社会的影響が大きい発電所 

保安の実態把握が必要な発電所 

（２）上記（１）以外の検査 

電気関係報告規則に基づく事故報告等があった発電所 

電気事故の発生により社会的影響が大きい発電所 

電気の保安の実態を把握するために、立入検査の実施が必要な発電所 

 

５．立入検査結果 

（１）サイバーセキュリティの確保に関する検査 

イ）検査数 令和６年度の対象事業所無し 

（２）上記（１）以外の検査 

イ）検査数 

 ＜火力発電所＞１２事業所 

＜水力発電所＞５事業所 

＜太陽電池発電所＞２６事業所 

＜風力発電所＞３事業所 

ロ）検査結果（指摘・指示事項） 

＜火力発電所＞ 

・指摘なし 

＜水力発電所＞ 

・指摘なし 

＜太陽電池発電所＞ 

・モジュール固定金具の破損があり架台接合部の安全性が確認できない。 

・発電所外に未使用のパネルが放置されている。 

・発電所のフェンスとフェンスの間に隙間が生じている等の不備が見られる。 

・基礎に洗堀された箇所が見られる。 

・部材に腐食(錆)が見られる。 

・一部架台脚部で図面等内容と実構造物が異なることから支持物の安全性が確認で

きない。 

・設計図面に記載されている筋交い等が、実物では配置されていない。 

・架台下における地盤の浸食により敷地外への土砂流出防止措置が確認できない。 



 

・架台脚部における著しい芯ずれにより支持物の構造安全性が確認できない。 

・地盤侵食による杭基礎の露出や杭の倒れが見られる。 

・年次点検を保安規程で定めた頻度で実施していない 

・運転又は操作基準が適切に定められていない 

・災害（電気事故）発生時の連絡体制が整備されていない 等 

＜風力発電所＞ 

・主任技術者が現地事務所に常時勤務をしていない。 

 


